
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ありがとう」 
～ありがとうと言える人 ありがとうと言われる人になろう～ 

（本校キャッチフレーズ） 栃木第五小学校  

令和８年２月号 

発行日 令和８年２月２０日 

文 責 木村 信孝（校長） 

栃五小学校だより  

 

令和 7年度も残すところ約１か月… 

授業参観（学習発表）や『6年生を送る会』を 

開催しました！ 

 

2月に入りましていよいよ年度も終盤になり、学年のまとめに向かう行事が行われています。 

まず 2月５日（木）６日（金）には、多くの保護者の方に来校していただき、これまでの学習 

の成果を子どもたちが発表する内容の授業参観を開きました。今求められる子どもたちの大切な

学力の一つに‘表現力’があります。本校の子どもたちは、その日大勢の人たちを前にしても臆

することなく、自分の考えを自分の言葉で堂々と発表することができました。 

参観された保護者の皆様においても、とても静かに集中して聴いていただいたことを深く感謝

いたします。 

 

 

 

 

次に 2月１９日（木）には、これまでお世話になった 6年生に対し、下級生が感謝の思いを表

す「6年生を送る会」が行われました。 

前半の第 1部では、6年生に１～5年生までの各教室を回ってもらい、それぞれの場所でゲーム

等を楽しんでもらいました。後半の第 2部は、全児童が体育館に集まり、下級生から 6年生へ歌

や呼びかけを行い、また 6年生からもお返しとしてリコーダーの演奏や歌を贈っていました。 

最後の校長あいさつでも言いましたが、本校の 6年生児童は、本当に優しくて下級生の面倒を

よくみてくれています。その態度は私からも感謝の気持ちでいっぱいになるほどです。下級生か

らの感謝の思いもたいへん強く、第 1部のゲーム等にしても、第 2部の歌や呼びかけにしてもと

てもがんばって準備してくれたことがよく分かりました。こうした感謝の気持ちも含めて、学校

の伝統が児童から児童へと受け継がれていくことがよく分かる感動のイベントでした。 

いよいよ 3月 18日（水）の卒業式まで、あと 1か月ほどです。6年生のみなさんには残り少な

くなった小学校生活の最後まで充実した日々を過ごしてもらいたいと思います。 

なお、今回の卒業式にはケーブルテレビの方に撮影と後日の放送をお願いしています。当日参

加できない方も含め、大切な思い出をしっかりと残していただければ幸いです。 

 

 

 

 

  

   

 

子どもたちの‘堂々とした’発表の様子 

‘感謝’にあふれた「6 年生を送る会」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

１月 21日（水）～1月 30日（金）において、本校の保護者対象に来年度運動会の開催

日に関するアンケート調査を実施いたしました。その結果を報告いたします。 

 

１ 運動会の開催曜日について 

 ・今まで通り平日開催        ４１％ （１６９名） 

 ・土曜日開催（月曜日振替休日）   ２５％ （１０４名） 

 ・どちらでもよい          ３４％ （１３９名） 

 

２ 運動会が土曜日に開催になった場合、スポーツクラブや大会、家庭の都合と 

重なったときはどちらを優先させるか 

 ・運動会              ８９％ （３５６名） 

 ・スポーツクラブなど家庭の都合   １１％ （４４ 名） 

 

以上の結果をあくまで参考として検討させていただきましたが、やはりこれまでの 

平日開催の理由である「習い事（スポーツクラブ等）や家庭の都合の影響を受けない」 

こと等を考え、「今まで通り平日開催」の方針で進めさせていただきます。 

 ただし、アンケート結果からも分かるように「土曜日開催」を望む声も相当数ある 

ことを今後も留意していきたいと思います。 

 

 

 学校だより 1月号に掲載しました学校評価の結果について 

学校運営協議会の委員さんより出された意見等  

を紹介します。 

・自由記述で運動会についての意見が保護者から出ているので 

 アンケートを実施することはよいと思う。 

・ボランティア等の人材活用が効果的なので今後も進めていただきたい。 

・実際の様子を見て、自分からあいさつをしてくれる児童が多い。学校と家庭では少し差が 

あるのかもしれない。「あいさつ日本一」が浸透している。 

 ・外部人材活用への評価が高くなっている。このことが子どもたちにとっての学習の楽しさ 

  につながっているのではないか。 

 

学校運営協議会より～学校評価について～

 

 

 全国的な感染症（特にインフルエンザ）の拡大が騒がれています。本校においても 2月 20

日（金）から 24日（火）までの 5日間、３クラスで学級閉鎖の措置をとらせていただきまし

た。 

 2月末から 3月は学校生活にとって、学習においても生活においても、1年間のまとめを行

う大切な時期となります。そして 6年生にとっては、最も大切な行事である卒業式がまって

います。学校では、うがいや手洗いの徹底や室内でのこまめな換気、職員によるトイレの消

毒等に努めています。どうぞ皆さん、子どもたちが元気で明るく過ごせますように体調管理

に気をつけていただければ幸いです。よろしくお願いいたします。 

 


